
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１１年１１月 

昨年オープンして以来、フィレンツェで最もホット
なホテルとして人気を博しているイル･サルヴィア
ティーノが、魅力あふれる３種類のパッケージをご
用意いたしました。スイートルームへのアップグレ
ード、ご希望の部屋タイプで、２泊分の料金で３泊宿
泊など、お得なパッケージです。各パッケージの内
容は下記の通りです。  
 
フィレンツェの中心からほど近いフィエーゾレの丘
に建つイル・サルヴィアティーノは、１５世紀に建て

られた宮殿を思わせる山荘風邸宅で、貴族の生活を垣間見るフレスコ画、上質なハンドメイドの
革細工、芸術作品などが、２１世紀のコンテンポラリーなアイテムやハイテク機器と共にエレガ
ントに共存しています。  
  
ススペペシシャャルル･･ウウィィンンタターー･･ププロロモモーーシショョンン  
２２泊泊分分のの料料金金でで３３泊泊ををごご提提供供  

適適用用期期間間：：２０１１年１０月１５日～１２月２０日、２０１２年１月２日～３月３１日 
宿宿泊泊料料金金：：２泊以上連泊されるゲストには１泊無料でご提供します 
料料金金にに含含ままれれるるササーービビスス：：アメリカン･ブレックファスト、フィレンツェ市内と
 ホテル間の無料送迎、無料ＷｉＦｉ、無料ビデオ･レンタル、
 ２４時間サービス・アンバサダー（バトラーサービス） 

 
ススイイーートト･･ママニニアア  
２２００１１１１＆＆２２００１１２２秋秋＆＆冬冬ススペペシシャャルルププロロモモーーシショョンン 

適適用用期期間間：：２０１１年１０月１５日～１２月２０日、２０１２年１月２日～３月３１日 
宿宿泊泊料料金金：：一律８８０ユーロ（スイートまたはジュニア･スイートにアップグレード） 
料料金金にに含含ままれれるるササーービビスス：：アメリカン･ブレックファスト、フィレンツェ市内と
 ホテル間の無料送迎、無料ＷｉＦｉ、無料ビデオ･レンタル、
 ２４時間サービス･アンバサダー（バトラーサービス） 



 

 
 
デディィススカカババーー･･ザザ･･ヴヴィィララ  
２２００１１１１＆＆２２００１１２２秋秋＆＆冬冬ススペペシシャャルルププロロモモーーシショョンン 

適適用用期期間間：：２０１１年１０月１５日～１２月２０日、２０１２年１月２日～３月３１日 
宿宿泊泊料料金金：：一律４００ユーロ（ジュニアスイートまたは上のランクのカテゴリーにアッ
 プグレード） 
料料金金にに含含ままれれるるササーービビスス：：アメリカン･ブレックファスト、フィレンツェ市内と
 ホテル間の無料送迎、無料ＷｉＦｉ、無料ビデオ･レンタル、

  ２４時間サービス･アンバサダー（バトラーサービス） 
 

 
イル･サルヴィアティーノは、フィレンツェのルネッサンス時代の山荘を１,５００万ユーロ規模の大改装を経て、オール
スイートのラグジュアリー･ホテルとして新たに生まれ変わらせました。フィレンツェの中心から近いフィエーゾ
レの丘に建つイル･サルヴィアティーノは、１５世紀に建てられた山荘が原形で、ヨーロッパのホテル開発運営会社
「ＭＰｇ」、および著名な建築家、ルチアーノ･マリア･コロンボにより蘇りました。 
 
トスカーナの起伏が続くフィエーゾレの森に囲まれた敷地に建つこの邸宅は、昼夜を問わず美しいフィレンツェのス
カイラインを見渡すことができる恵まれたロケーションです。イル･サルヴィアティーノの歴史は１３２０年までさか
のぼり、時代と共に姿を変え、やがて貴族の社交の場へ変貌を遂げました。１６世紀にイル･サルヴィアティーノと命
名され、その後長きにわたり芸術家、演劇家など知的階級の貴族が集う、まさに文化人の社交の場としてその名を馳せ
ました。そして、２年の歳月を費やした大改装を経て、１８世紀から１９世紀のイタリアを彷彿とさせる歴史と文化を
モダンなデザインやテクノロジーと大胆に融合させ、タイの有名なデヴァラナ･スパと最良のロケーションに恵まれ、
イタリアの屈指の５スターラグジュアリー･リゾートとして誕生しました。 
 
イル･サルヴィアティーノのファインダイニングコンセプトは、「グラッポロ」（ブドウの房の意味）で、ユニークな美食
体験からデヴァラナ･スパのヘルスフード･レストランまで多彩にご用意しています。フィレンツェ人のシェフ･サヴ
ェリオ･スバラグリは、トスカーナ料理の巨匠として広く名を馳せています。 

イル･サルヴィアティーノについて 

このプレス･リリースに関するお問い合わせ、資料送付のご希望は、 
イル･サルヴィアティーノ日本地区ＰＲ代理店、ケントス･ネットワークまでご連絡ください。 
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